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近年の創造性の研究は大きく分けて二つに分類される (Kaufman & Beghetto,
2009)。１つは顕著な創造性に焦点をあてた研究である。天才的な芸術家の生
涯を分析したり，顕著な創造性をもつ人物に対してインタビュー調査を行った
りするもので，これらの研究は「大文字の創造性」(big C creativity) と呼ばれ
る (e.g., Csikszentmihalyi, 1996; Simonton, 1994)。他方，日常生活で見いだされ
るような創造性（例えば，家族写真をセンスよくアルバムに整理することや，
冷蔵庫にある残り物で新しい料理レシピを創ったりするような創造性）を対象










しての創造性を測定しようとする研究 (e.g. Guilford (1969)) がある。Guilford








































































































































Orito, & Tsuzuki, 2017）。



































































































































































意な差が得られた。独自性は，非観察群の方が高く (t (208) = 2.18 p < .05)，実








創造性では，独自性と新規性は正の相関（観察群：r = .843，p < .01；非観察
群：r = .736，p < .01），新規性と有用性は負の相関（観察群：r = -.308，
p < .05；非観察群：r = -.327，p < .05），新規性と実現可能性は負の相関（観察
群：r = -.563，p < .01；非観察群：r = -.609，p < .01），実現可能性と独自性は
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相関があった (r = .460，p < .01) が，非観察群では有意な相関は見られなかっ















































＊ p < .05 ＊＊ p < .01
表４ 非観察群の気づき数、アイデア数と項目間の特徴
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